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著者近影 

                             

学
生
時
代
か
ら
入
社
ま
で 

京
大
法
学
部
に
一
浪
し
て
入
学
し

た
の
が
１
９
６
０
年
（
昭
和
35
年
）
、
い

わ
ゆ
る
60
年
安
保
騒
動
の
真
っ
只
中

だ
っ
た
。 

大
学
構
内
は
日
米
安
全
保
障
条
約

の
破
棄
を
主
張
す
る
ア
ジ
看
板
や
チ

ラ
シ
に
満
ち
て
い
た
。
東
京
で
は
反
対

デ
モ
が
国
会
周
辺
を
取
り
巻
い
て
い
た

が
、
６
月
15
日
デ
モ
隊
と
警
官
隊
の

衝
突
の
な
か
で
東
大
生
・
樺 

美
智
子

さ
ん
が
死
亡
し
た
。
16
日
に
大
学
で

抗
議
集
会
が
開
か
れ
、
東
京
の
抗
議

デ
モ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大

学
の
新
聞
部
（
京
都
大
学
新
聞
社
）
に

入
っ
て
い
た
の
で
取
材
を
兼
ね
て
そ
こ

に
加
わ
っ
た
の
だ
。 

６
月
17
日
午
前
０
時
、
京
都
発
夜

行
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
が
、
こ
の
日
が

20
歳
の
誕
生
日
だ
っ
た
。
国
会
前
の

デ
モ
は
凄
ま
じ
く
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

生
み
出
す
風
に
紙
片
が
舞
い
上
が
っ
て

い
た
。 

以
来
４
年
間
、
ひ
た
す
ら
新
聞
（
週

刊
）
の
編
集
、
発
行
、
取
材
に
没
入
、

単
位
不
足
で
留
年
の
危
機
を
何
と
か

し
の
い
で
卒
業
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。 

当
然
就
職
は
新
聞
記
者
以
外
に
考

え
ら
れ
ず
、
毎
日
新
聞
を
受
け
た
が

も
の
の
見
事
に
失
敗
。
そ
の
頃
、
毎
日

放
送
で
社
内
の
推
薦
が
あ
れ
ば
受
験

で
き
る
こ
と
を
知
り
、
放
送
局
に
も
報

道
は
あ
る
と
心
が
動
い
た
。
中
学
校
の

先
生
が
異
動
後
に
教
え
た
生
徒
の
お

父
さ
ん
が
総
務
部
長
で
、
そ
の
方
に
お

願
い
し
て
受
験
し
た
。
合
否
が
通
知
さ

れ
る
頃
、
保
護
者
が
呼
び
出
さ
れ
、
ど

う
や
ら
組
合
活
動
を
控
え
る
よ
う
に

と
い
う
要
請
だ
っ
た
よ
う
で
、
保
護
者

で
あ
る
義
兄
が
激
怒
し
て
席
を
立
っ
て

き
た
。
当
時
は
労
働
争
議
が
激
し
く
、

組
合
幹
部
に
大
学
の
先
輩
が
多
か
っ

た
。 そ

ん
な
わ
け
で
就
職
内
定
解
禁
日

の
10
月
１
日
に
は
某
大
手
商
社
に
い

た
。
と
こ
ろ
が
11
月
に
入
っ
て
突
然
内

定
通
知
が
来
た
。
多
分
内
定
者
に
辞

退
が
出
て
お
鉢
が
回
っ
て
き
た
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
が
、
入
社
後
し
ば
ら

く
し
て
、
あ
る
先
輩
か
ら
経
緯
を
聞
か

さ
れ
憮
然
と
し
た
。 

大
学
の
某
政
治
学
教
授
か
ら「
あ
い

つ
は
真
正
左
翼
で
は
な
く
エ
セ
左
翼
だ
」

と
評
さ
れ
、
そ
の
一
言
が
入
社
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
。
そ
の
教
授
は
大
学
新

聞
に
と
っ
て
終
始「
天
敵
」的
存
在
だ
っ

た
の
で
、
い
さ
さ
か
複
雑
な
思
い
だ
っ

た
。 こ

の
年
の
入
社
は
一
般
職
が
７
人
。

希
望
の
職
場
を
聞
か
れ
当
然
の
こ
と

な
が
ら「
報
道
以
外
に
な
し
」と
し
た
。

と
こ
ろ
が
驚
い
た
こ
と
に
、
一
般
職
全

て
営
業
要
員
だ
と
知
ら
さ
れ
た
。 

結
局
、
１
人
は
入
社
時
か
ら
人
事

部
に
目
を
つ
け
ら
れ
、
６
人
が
テ
レ
ビ

３
人
ラ
ジ
オ
３
人
に
分
け
ら
れ
た
。
テ

レ
ビ
３
人
の
う
ち
２
人
が
ス
ポ
ッ
ト
営

業
部
に
決
ま
り
、
私
は
テ
レ
ビ
営
業
部

（
つ
ま
り
番
組
セ
ー
ル
ス
部
）
に
配
属
と

な
っ
た
。
以
来
約
30
年
、
た
だ
ひ
た
す

ら
テ
レ
ビ
営
業
部
に
の
み
所
属
し
、
つ

い
に
報
道
に
は
無
縁
の
ま
ま
終
わ
っ
た
。 

入
社
後
４
年
間
の
本
社
勤
務
を
経

て
１
９
６
８
年
（
昭
和
43
年
）
東
京
支

社
テ
レ
ビ
営
業
部
に
転
勤
。
１
９
９
１

年
（
平
成
３
年
）
本
社
に
戻
る
ま
で
実

に
23
年
間
、
同
じ
部
に
所
属
し
て
い

た
。
年
齢
に
し
て
27
歳
か
ら
50
歳
、

部
の
最
若
手
で
赴
任
し
、
部
長
で
転

出
し
た
。 

赴
任
当
初
か
ら
支
社
の
営
業
は
、

番
組
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
つ
い
て
猛
烈

に
貪
欲
で
、
こ
の
体
質
は
支
社
を
離
れ

る
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。 

１
９
６
９
年
（
昭
和
44
年
）
、
学
生

運
動
の
象
徴
的
拠
点
だ
っ
た
東
大
安

田
講
堂
が
陥
落
、
そ
の
様
子
を
現
場

で
眺
め
て
い
て
猛
烈
な
脱
力
感
に
襲
わ

れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
こ
れ
が「
転
機
」

の
始
ま
り
だ
っ
た
と
思
う
。 

「
放
送
」に
拘
り
、 

「
ス
ー
パ
ー 

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
」に 

身
を
置
き
続
け
る 
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プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
① 

23
年
間
東
京
支
社
に
い
た
が
、
つ
い

に
東
京
都
民
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
赴

任
時
は
埼
玉
県
越
谷
市
の
転
勤
者
用

住
宅
（
社
宅
と
は
言
わ
な
か
っ
た
）
に

入
居
。
３
年
間
の
入
居
制
限
を
何
と

か
勘
弁
し
て
も
ら
っ
て
５
年
後
に
千
葉

県
鎌
ケ
谷
市
に
移
り
住
み
、
そ
こ
で

転
勤
ま
で
の
18
年
間
を
過
ご
し
た
。

５
階
建
て
51
棟
１
４
５
０
戸
の
大
団

地
で
、
入
居
時
の
世
帯
主
の
平
均
年

齢
は
38
歳
。
勤
務
地
は
都
内
が
多
く
、

い
わ
ゆ
る「
千
葉
都
民
」だ
っ
た
。 

団
地
は
ま
だ
建
設
途
上
だ
っ
た
が
、

後
続
期
の
計
画
変
更
に
伴
う
ト
ラ
ブ

ル
が
建
設
会
社
と
住
民
間
で
発
生
し

た
。
同
じ
棟
に
住
む
年
か
さ
の
女
性
が

当
事
者
で
、
彼
女
が
自
治
会
に
訴
え

た
。
こ
の
問
題
の
採
否
を
め
ぐ
り
大
論

争
に
な
り
、
そ
ん
な
場
で
同
じ
棟
の
代

表
と
し
て
発
言
し
た
た
め
引
っ
込
み
が

つ
か
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
自
治
会
長
、

管
理
組
合
の
規
約
作
成
の
リ
ー
ダ
ー
、

組
合
の
初
代
理
事
長
と
全
く
未
経
験

の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
規
約
で「
理
事
の
任
期
は
２
年
、

再
任
を
妨
げ
ず
」
と
し
た
が
若
手
中

心
の
理
事
は
ほ
と
ん
ど
留
任
を
重
ね
、

約
50
年
を
経
た
現
在
も
続
け
て
い
る

理
事
が
い
る
。
毎
年
、
団
地
の
そ
ば
の

料
理
屋
で
開
か
れ
る
忘
年
会
に
は
、

帰
阪
後
も
女
房
と
も
ど
も
出
席
し
て

い
た
。 

管
理
組
合
設
立
当
初
の
理
事
会
メ

ン
バ
ー
は
、
１
級
建
築
士
２
人
、
厚
生

省
（
当
時
）
の
植
栽
担
当
、
水
ま
わ
り

工
事
の
専
門
家
、
民
放
の
労
組
幹
部
、

有
名
女
学
校
教
諭
等
と
多
士
済
々
。

意
見
を
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し
た
が
、

そ
の
後
、
共
同
住
宅
の
住
民
管
理
の

あ
り
方
、
大
型
修
繕
工
事
の
手
法

等
々
で
周
辺
地
区
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

今
思
い
返
す
と
、
当
時
は
会
社
の

仕
事
も
か
な
り
ハ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
、

我
な
が
ら
よ
く
や
れ
た
と
思
う
と
共

に
、
こ
の
経
験
が
そ
の
後
の
公
私
と
も

に
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
実
感
し
て

い
る
。 

  プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
② 

ゴ
ル
フ
を
始
め
た
の
は
30
歳
直
前
、

外
勤
に
出
る
頃
だ
っ
た
。
野
球
少
年
だ

っ
た
の
で
、
若
者
の
間
で
急
激
に
流
行

り
だ
し
た
ゴ
ル
フ
は「
亡
国
の
遊
び
」
と

近
寄
ら
な
か
っ
た
が
、
同
期
の
ラ
ジ
オ

外
勤
か
ら
勧
め
ら
れ
て
初
め
て
ク
ラ
ブ

を
握
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
に
会
社
を

サ
ボ
っ
て
彼
と
２
人
で
２
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ

ー
し
、
78―

78―

76―

66
だ
っ
た
。

「
た
か
が
ゴ
ル
フ
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
こ

の
結
果
は
大
変
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
以
降

練
習
に
没
頭
、
１
日
に
５
０
０
球
打
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
練
習
で
我
が
家
に

合
宿
し
た
部
員
の
歯
ブ
ラ
シ
が
何
本

か
あ
っ
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
本
社
転

勤
の
頃
に
は
、
大
利
根
カ
ン
ト
リ
ー
で

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ハ
ン
デ
11
。
最
後
に
出
た

某
ス
ポ
ン
サ
ー
の
会
で
は
37―

43
で

優
勝
、
そ
の
賞
品
の
パ
タ
ー
は
今
も
我

が
家
の
リ
ビ
ン
グ
に
飾
っ
て
あ
る
。 

  

東
京
支
社
勤
務
の
23
年
間
は
テ
レ

ビ
が
急
激
に
成
長
し
た
黄
金
期
で
も

あ
っ
た
。
若
い
メ
デ
ィ
ア
に
は
若
い
力
が

必
要
だ
し
、
そ
の
活
躍
の
場
は
広
か
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
で
大
阪
局
が
東
京

支
社
で
営
業
す
る
場
合
、
同
じ
タ
イ
ム

テ
ー
ブ
ル
で
商
売
す
る
の
だ
か
ら
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら 

最
大
の
ラ
イ
バ
ル
は

系
列
の
キ
ー
局
で
、
向
こ
う
は
売
り
場

面
積
が
大
き
く
こ
ち
ら
は
小
さ
い
。
し

か
も
番
組
に
関
わ
る
組
織
力
や
情
報

量
に
圧
倒
的
な
差
が
あ
る
。
そ
の
中
で

キ
ー
局
の
営
業
マ
ン
に
伍
し
て
戦
う
に

は
、
単
な
る
営
業
を
超
え
た
オ
ー
ル
ラ

ウ
ン
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
が
絶

対
的
条
件
だ
と
思
っ
た
。 

わ
れ
ら
世
界
に
生
き
る 

１
９
７
０
年
（
昭
和
45
年
）
の
春
に

デ
ス
ク
勤
務
か
ら
初
め
て
外
勤
に
出

た
。
海
外
取
材
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

『
わ
れ
ら
世
界
に
生
き
る
』
（
日
曜
午

前
10
時
半
放
送
）
が
、
そ
の
秋
に
ス
タ

ー
ト
し
た
。
こ
れ
が
外
勤
と
し
て
の
初

仕
事
だ
っ
た
。
川
崎
重
工
１
社
提
供
の

30
分
番
組
だ
が
、
本
社
が
反
対
だ
っ

た
。
支
社
営
業
・
報
道
・
編
成
で
激
論

の
末
、
本
社
を
説
得
し
て
も
ら
っ
て
よ

う
や
く
実
現
し
た
。 

川
崎
重
工
東
京
広
報
部
に
最
終
プ

レ
ゼ
ン
し
た
の
が
６
月
17
日
。
30
歳
の

誕
生
日
だ
っ
た
。
企
画
書
は
手
製
で
、

タ
イ
ト
ル
は
印
刷
所
近
く
の
お
寺
の
住

職
に
毛
筆
で
書
い
て
も
ら
い
、
浜
松
町

の
川
崎
重
工
に
持
ち
込
ん
だ
。
高
層

ビ
ル
の
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
く
と

グ
ッ
と
荷
重
が
か
か
り
、
そ
の
重
み
は
、

ち
ょ
う
ど
10
年
前
の
熱
気
と
と
も
に

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

 ネ
ッ
ト
チ
ェ
ン
ジ 

支
社
時
代
の
最
大
の「
事
件
」
は
ネ

ッ
ト
チ
ェ
ン
ジ
だ
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
省

く
が
、
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）
４
月

は
営
業
外
勤
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｔ
（
現
テ
レ

ビ
朝
日
）系
列
の
大
阪
局
の
東
京
営
業

な
ん
て
広
告
代
理
店
な
ど
か
ら
す
れ
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ば
軽
い
存
在
だ
っ
た
の
が
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列

に
な
っ
た
途
端
に
驚
く
ほ
ど
マ
ー
ク
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
電
通
の
局
担
は

支
社
営
業
部
員
の
経
歴
資
料
を
持
っ

て
い
た
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
外
勤
と
ス
ポ
ン
サ
ー

に
同
行
し
た
ら
、
そ
の
翌
朝
に「
何
が

あ
る
の
か
？
」と
代
理
店
か
ら
チ
ェ
ッ
ク

が
入
っ
た
り
し
た
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
は
圧
倒
的

に
強
く
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
放
送
業
界

を
リ
ー
ド
し
て
い
た
。 

 仮
面
ラ
イ
ダ
ー 

『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
』
は
現
在
も
テ
レ

ビ
朝
日
系
列
で
続
い
て
い
る
が
、
最
初

に
始
め
た
の
は
毎
日
放
送
で
あ
る
。 

１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）
４
月
か

ら
土
曜
夜
７
時
半
で
ス
タ
ー
ト
し
、
１

９
７
５
年
（昭
和
50
年
）４
月
の
ネ
ッ
ト

チ
ェ
ン
ジ
後
、
土
曜
の
７
時
に
移
り
、
そ

の
年
の
12
月
に
終
了
し
た
。 

こ
の
間
の「
昭
和
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」

は
７
作
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
第
一
号
の
主

役
は
藤
岡
弘
だ
っ
た
。 

こ
の
番
組
の
成
立
に
は
支
社
営
業

が
大
き
く
関
わ
っ
た
。
漫
画
家
・
石
森

章
太
郎
氏
（
当
時
）
、
講
談
社
「
少
年
マ

ガ
ジ
ン
」
内
田
勝
編
集
長
、
東
映
・
平

山
亨
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
３
氏
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
を
受
け
た
が
、
最
初
は
ガ
イ
コ

ツ
が
主
人
公
の「
ス
カ
ル
マ
ン
」
と
い
う

企
画
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ガ
イ
コ
ツ
で
は

営
業
は
売
れ
な
い
と
返
し
た
と
こ
ろ
、

バ
ッ
タ
を
擬
人
化
し
た「
仮
面
ラ
イ
ダ

ー
」
が
登
場
し
た
。
部
の
最
若
手
と
し

て
こ
の
な
り
ゆ
き
を
経
験
し
、
正
直
い

っ
て「
そ
こ
ま
で
や
る
か
」
と
思
っ
た
。

放
送
ス
タ
ー
ト

後
、
し
ば
ら
く
は

関
東
地
区
の
視

聴
率
が
低
く
、

そ
の
対
策
で
実

施
さ
れ
た「
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
」

で
真
夏
の
遊
園

地
を
走
り
ま
わ

っ
て
い
た
。 

『
わ
れ
ら
世
界

に
生
き
る
』
と

『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
』
に
関
わ
っ
た
の
は

30
歳
前
後
の
頃
で
こ
の
経
験
が
こ
の

後
の
営
業
活
動
の
原
点
に
な
っ
て
い
た

と
い
え
る
。 

  

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
私
が
企
画
の

実
現
に
深
く
関
わ
っ
た
番
組
、
イ
ベ
ン

ト
を
幾
つ
か
振
り
返
っ
て
み
る
。 

 ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し 

『
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
』
は
ネ
ッ

ト
チ
ェ
ン
ジ
騒
動
の
産
物
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
直
前
の
１
９
７
４
年
（
昭
和

49
年
）
12
月
末
に
、
火
曜
19

時
の
30
分
単
独
提
供
社
が
降

り
た
。
こ
の
時
間
枠
は
４
月
以

降
Ｔ
Ｂ
Ｓ
発
に
決
ま
っ
て
い
た
の

で
、
全
く
先
に
望
み
の
な
い
空

白
の
３
カ
月
だ
っ
た
。
一
方
そ

の
頃
、
某
社
が「
ア
ニ
メ
番
組
を

３
カ
月
、
時
間
帯
を
問
わ
ず
」

と
局
を
探
し
て
い
た
。
こ
の
話

に
飛
び
つ
い
た
。
な
に
せ
お
金

も
企
画
も
そ
ろ
っ
て
い
る
。
し

か
も
３
カ
月
で
よ
い
の
だ
か
ら
。

と
こ
ろ
が
、
番
組
が
ス
タ
ー
ト

す
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
視
聴

率
が
20
％
超
え
、
内
容
も
教

育
的
効
果
あ
り
と
大
好
評
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
３
カ
月
で
終
了
と
わ

か
っ
て
婦
人
団
体
を
中
心
に
継
続
要

請
が
殺
到
し
た
。
な
ん
と
か
せ
ね
ば
と

四
苦
八
苦
の
末
、
ネ
ッ
ト
チ
ェ
ン
ジ
後

９
カ
月
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
１
９
７
６
年

（
昭
和
51
年
）
１
月
か
ら
土
曜
19
時

で『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
』
の
終
了
を
待
っ
て

再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
市
原
悦
子
、
常
田

富
士
男
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
妙
、
グ
ル
ー

プ
・
タ
ッ
ク
と
い
う
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
集
団

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
な
ど
が
成
功
を
も
た

ら
し
た
が
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
原

案
の
川
内
康
範
さ
ん
の「
思
い
」
だ
っ
た
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と
言
え
る
。
日
本
人
が
失
い
か
け
て
い

る
心
の
原
風
景
を
思
い
出
し
、
次
の
世

代
に
継
承
し
た
い
と
い
う
熱
意
だ
。
番

組
ス
タ
ー
ト
前
か
ら
川
内
さ
ん
の
事

務
所
に
出
入
り
し
て
い
た
。「
怖
い
お

じ
さ
ん
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、

本
社
転
勤
後
も「
川
内
番
」
と
し
て
、

時
々
上
京
し
て
は
昼
食
を
ご
一
緒
し

た
り
し
た
。 

 世
界
ま
る
ご
と
Ｈ
Ｏ
Ｗ
マ
ッ
チ 

『
世
界
ま
る
ご
と
Ｈ
Ｏ
Ｗ
マ
ッ
チ
』は
、

１
９
８
３
年
（
昭
和
58
年
）
の

４
月
に
始
ま
り
、
１
９
９
０
年

（
平
成
２
年
）
３
月
に
終
了
し

た
。 当

初
、
水
曜

22

時
の
当

社
発
枠
を
新
企
画
に
、
と
電

通
企
画
室
の
ベ
テ
ラ
ン
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
に
話
す
と
、
出

て
き
た
の
が
こ
の
企
画
で
あ
っ

た
。
同
氏
と
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

の
イ
ー
ス
ト
が
抱
え
て
い
た

企
画
だ
。
司
会
に
大
橋
巨
泉

を
起
用
と
い
う
こ
と
で
決
定

し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
巨
泉
さ
ん
か

ら
大
変
な
注
文
が
つ
い
た
。

「
水
曜
22
時
で
は
出
演
し
な

い
。
別
枠
で
」
と
い
う
の
だ
。

理
由
は
明
確
で
、
同
時
間
に
関
西
テ
レ

ビ
で
ロ
ー
ト
製
薬
が
部
分
提
供
し
て
い

た
か
ら
だ
。
同
社
は
、
巨
泉
さ
ん
の
メ

イ
ン
番
組
を
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
全
枠
提
供
し
て

い
た
。
そ
の
恩
義
に「
弓
を
引
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
、
大
変
感
心
し
た
の
を

覚
え
て
い
る
。
結
局
、
木
曜
22
時
と

入
れ
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
問

題
が
多
発
し
た
。
提
供
ス
ポ
ン
サ
ー
、

扱
い
代
理
店
と
の
交
渉
の
最
中
に
、
電

通
の
内
部
で「
電
通
が
紹
介
し
た
企
画

に
他
代
理
店
扱
い
の
電
通
ス
ポ
ン
サ
ー

が
あ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
揉

め
だ
し
た
。
某
社
が
企
画
変
更
に
同

意
し
た
が
、
扱
い
代
理
店
を
他
社
か
ら

電
通
に
し
た
の
で
、
と
ば
っ
ち
り
を
受

け
て
、
私
は
そ
の
代
理
店
か
ら
出
入
り

差
し
止
め
を
言
い
渡
さ
れ
た
。 

と
も
か
く
木
曜
22
時
で
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
最
初
か
ら

大
爆
発
。「
Ｈ
Ｏ
Ｗ
マ
ッ
チ
？
」
が
流
行

語
に
も
な
っ
た
り
し
た
。
と
こ
ろ
が
し

ば
ら
く
し
て
、
系
列
の
大
改
編
の
た
め
、

木
曜
20
時
へ
の
枠
移
動
を
要
請
さ
れ

た
。
移
行
に
伴
う
番
組
宣
伝
で
、
東

京
の
地
下
鉄
に
中
吊
り
ポ
ス
タ
ー
を

掲
載
し
た
が
、
そ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が

「
８
時
の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う
な
騒
ぎ
」

だ
っ
た
。
番
宣
マ
ン
の
意
気
込
み
を
感

じ
さ
せ
る
コ
ピ
ー
の
お
か
げ
で
移
行
後

も
絶
好
調
は
続
い
た
。 

巨
泉
さ
ん
は
テ
レ
ビ
の
興
隆
期
か
ら

全
盛
期
を
支
え
た
ひ
と
り
だ
が
、
リ
タ

イ
ア
を
考
え
始
め
た
時
期
だ
っ
た
。 

こ

の
番
組
は
最
後
の
全
力
投
球
だ
っ
た
と

思
う
。
そ
れ
だ
け
に
番
組
に
か
け
る
情

熱
は
半
端
で
は
な
か
っ
た
。
企
画
会
議

が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
と
書
類
を

タ
タ
き
つ
け
て
席
を
立
っ
た
り
し
た
。

一
方
、
ビ
ー
ト
た
け
し
、
石
坂
浩
二

等
々
を
伊
東
の
別
荘
に
呼
ん
で
企
画

に
関
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
た
り
、

翌
日
は
近
く
の
コ
ー
ス
で
ゴ
ル
フ
に
引

き
込
む
な
ど
、
出
演
者
の
輪
を
広
げ

て
い
っ
た
。 

ゴ
ル
フ
と
い
え
ば
、
私
が
社
長
に
な

っ
て
す
ぐ
に
相
模
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

制
作
関
係
の
会
を
開
催
し
た
際
、
巨

泉
さ
ん
も
「
あ
の
雅
や
ん
だ
か
ら
」
と

参
加
し
て
く
れ
た
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
６

番
ホ
ー
ル
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
ワ
ン
パ
ッ
ト

パ
ー
で
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
と
な
り
、
同
伴

の
吉
本
興
業
・
林
社
長
か
ら「
あ
ん
た

今
日
は
ホ
ス
ト
役
や
ろ
！
」
と
あ
き
れ

ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

 中
村
敦
夫
の
地
球
発 

『
中
村
敦
夫
の
地
球
発
』
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

が
主
要
ス
ポ
ン
サ
ー
だ
っ
た
。
番
組
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
は
１
９
８
５
年
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

誕
生
前
、
１
９
８
４
年
（
昭
和
59
年
）

10
月
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
電
々
公
社→

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
意
図
す
る
番

組
で
、
電
通
が
持
ち
込
ん
で
き
た
が
内

容
が
お
粗
末
だ
っ
た
。
ど
う
や
ら
Ｔ
Ｂ

Ｓ
に
持
ち
込
ん
で
断
ら
れ
た
フ
シ
が
あ

り
、
案
の
定
、
当
社
の
編
成
も
大
反
対

だ
っ
た
。
企
画
内
容
の
変
更
を
条
件
に

話
を
続
け
、
当
初
と
は
全
く
異
な
っ
た

内
容
に
な
っ
た
。
東
京
支
社
制
作
の
信

濃
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
中
村
敦
夫

を
起
用
し
、
１
回
ご
と
の
企
画
コ
ン
ペ
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形
式
を
導
入
し
た
。
金
大
中
の
帰
国

道
中
取
材
や
、
グ
リ
コ
森
永
事
件
な

ど
、
か
な
り
際
立
っ
た
取
材
が
目
立
つ

好
企
画
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
あ
れ

こ
れ
は
当
誌
１
４
３
号
で
町
田
正
夫
先

輩
が
悪
戦
苦
闘
ぶ
り
を
語
っ
て
お
ら

れ
る
の
で
割
愛
す
る
。 

 日
曜
30
分
枠 

こ
の
他
、
日
曜
22
時
30
分
か
ら
の

30
分
枠
で
は
、
企
画
内
容
や
提
供
社

と
の
あ
れ
こ
れ
で
記
憶
に
残
る
も
の
が

い
く
つ
か
あ
っ
た
。 

『
も
う
ひ
と
つ
の
旅
』『
音
楽
の
旅
は

る
か
』
は
團
伊
玖
磨
さ
ん
が
ホ
ス
ト
役

の
音
楽
と
旅
の
番
組
で
１
９
７
８
年

（
昭
和
53
年
）
か
ら
９
年
間
続
い
た
。

前
者
が
日
立
製
作
所
提
供
で
、
後
者

の
日
本
石
油
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
形
が

成
立
し
た
が
、
日
立
の
宣
伝
部
長
の

残
念
そ
う
な
表
情
と
日
石
の
広
報
課

長
の
感
激
の
表
情
が
い
ず
れ
も
忘
れ

が
た
い
。
團
さ
ん
と
は
葉
山
の
ご
自
宅

に
う
か
が
っ
た
り
、
伊
豆
の
八
幡
野
沖

で
金
目
鯛
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
お

付
き
合
い
が
多
か
っ
た
。 

『
Ｒ
ｙ
ｕ
ｓ 

Ｂ
ａ
ｒ 

気
ま
ま
に
い
い
夜
』

は
村
上
龍
さ
ん
が
ホ
ス
ト
役
の
言
い
た

い
放
題
の
番
組
で
、
日
本
た
ば
こ
産
業

（
現
Ｊ
Ｔ
）
の
単
独
提
供
だ
っ
た
。
な
か

な
か
視
聴
率
が
と
れ
ず
企
画
変
更
や

む
な
し
と
思
っ
た
が
、
営
業
と
た
ば
こ

産
業
の
若
手
連
中
に
阻
止
さ
れ
、
３

年
続
い
た
。 

『
今
宵
は
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
』
は
５
代

目
中
村
勘
九
郎
（
18
代
目
中
村
勘
三

郎
）
が
ホ
ス
ト
役
の
番
組
。
日
本
航
空

が
単
独
提
供
で
、
彼
を
若
手
有
望
株

と
し
て
支
援
し
て
い
た
。 

 ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
２
月
に
ハ

ワ
イ
の
オ
ア
フ
島
で「
ハ
ワ
イ
ア
ン
レ
デ
ィ

ー
ス
オ
ー
プ
ン
」
と
い
う
米
国
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ

の
公
式
戦
を
立
ち
上
げ
た
。
１
９
７
３

年
（
昭
和
48
年
）
以
来
、
日
本
で
唯
一

の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
開
催
し

て
き
た
が
（
現
在
は
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

ク
ラ
シ
ッ
ク
）
そ
の
関
係
を
利
用
し
て

実
現
し
た
。
最
終
日
を
現
地
土
曜
に

す
る
と
日
本
で
は
日
曜
に
な
り
放
送

に
は
好
都
合
。
そ
の
知
恵
は
若
手
で
ワ

イ
ワ
イ
議
論
の
末
、
生
ま
れ
た
。
オ
リ

ッ
ク
ス
が
２
年
目
か
ら
数
年
間
、
冠
ス

ポ
ン
サ
ー
だ
っ
た
が
、
オ
リ
エ
ン
ト
リ
ー

ス
か
ら
の
社
名
変
更
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
環
で
、
最
大
の
話
題
は
阪
急
ブ
レ
ー

ブ
ス
の
買
収
だ
っ
た
。
当
時
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
に

は
テ
ィ
ー
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ン
ス
に
ス
ポ
ン

サ
ー
名
を
入
れ
る
と
い
う
発
想
は
全

く
無
く
、
そ
の
許
諾
と
現
地
の
大
工

さ
ん
に
現
物
製
作
を
頼
む
の
に
苦
労

し
た
。 

も
う
一
つ
、
全
く
同
じ
１
９
８
７
年

の
し
か
も「
レ
デ
ィ
ー
ス
オ
ー
プ
ン
」
の
２

週
間
前
に
、
ハ
ワ
イ
の
マ
ウ
イ
島
で「
大

橋
巨
泉
招
待
ゴ
ル
フ
」
を
立
ち
上
げ
た
。

「
Ｈ
Ｏ
Ｗ
マ
ッ
チ
」
の
出
演
を
決
め
た
時

に
巨
泉
さ
ん
か
ら
打
診
さ
れ
た
、
い
わ

ゆ
る「
花
相
撲
」
だ
が
、
な
に
せ
賑
や

か
な
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
だ
っ
た
。
男
女
プ
ロ
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
戦
、
ア
ン
ダ

ー
ハ
ン
デ
戦
の
４
本
立
て
で
、
ア
マ
チ
ュ

ア
に
は
タ
レ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
多

数
参
加
し
て
い
た
。
提
供
社
は
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
。
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
発
売
直
後

で
同
社
の
皆
さ
ん
は
も
の
す
ご
く
活

気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
の
参

加
者
は
酒
類
問
屋
か
大
規
模
飲
食
店

の
経
営
者
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
そ
の

う
ち
の
１
人
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出

し
、
こ
れ
ま
た
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。 

２
つ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
立
ち
上
げ

る
た
め
に
何
度
も
ハ
ワ
イ
へ出
張
し
た
。

事
情
を
知
ら
な
い
連
中
か
ら
は
羨
ま

し
が
ら
れ
た
が
、
と
ん
で
も
な
い
。
オ
ア

フ
島
で
は
開
催
コ
ー
ス
探
し
で
１
日
に

数
コ
ー
ス
を
１
～
２
ホ
ー
ル
だ
け
プ
レ

ー
し
た
り
、
夜
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
運
転

し
て
い
て
道
順
を
間
違
え
、
西
海
岸
を

半
周
し
て
真
夜
中
に
な
っ
た
り
と

散
々
だ
っ
た
の
だ
。
マ
ウ
イ
島
で
は
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
の
運
営
を
巡
っ
て
巨
泉
さ

ん
を
怒
ら
せ
て
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
こ
と

も
。
ひ
そ
か
に
水
着
を
持
っ
て
い
っ
た
が
、

つ
い
に
一
度
も
使
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 ス
ー
パ
ー 

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

23
年
間
の
支
社
勤
務
を
同
じ
部
で

終
え
て
本
社
に
転
勤
し
た
が
、
こ
こ
か

ら
は
一
転
し
て
目
ま
ぐ
る
し
く
動
い
た
。

本
社
テ
レ
ビ
営
業
部
長
１
年
、
テ
レ
ビ

編
成
部
長
１
年
、
テ
レ
ビ
編
成
局
長
２

年
、
ラ
ジ
オ
局
長
４
年
（
う
ち
２
年
は

取
締
役
兼
務
）
、
常
務
（
テ
レ
ビ
本
部

長
）
２
年
、
専
務
１
年
の
後
、
社
長
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
の
う
ち
、
ラ
ジ
オ
の
４
年
間
が
極

め
て
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。 

そ
れ
ま
で
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
世

界
で
活
動
を
し
て
き
た
が
、
ラ
ジ
オ
は

完
全
に
ロ
ー
カ
ル
の
世
界
だ
っ
た
。
そ
し

て
テ
レ
ビ
の
圧
倒
的
な
成
長
に
よ
っ
て

片
隅
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
の
認
識
は
明
ら
か
に
誤

っ
て
い
た
。
ラ
ジ
オ
に
こ
そ
放
送
の
原

点
が
あ
り
、
本
質
が
あ
る
と
気
が
つ
い

た
。
あ
る
時
、
若
手
ア
ナ
が
朝
の
生
ワ
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2004年に始まったイベント「オーサカキング」 

イ
ド
内
で
、
当
時
問

題
に
な
っ
て
い
た
Ｔ
Ｂ

Ｓ
の「
オ
ウ
ム
ビ
デ
オ

事
件
」
に
つ
い
て
擁
護

す
る
よ
う
な
発
言
を

し
、
リ
ス
ナ
ー
か
ら
ク

レ
ー
ム
が
殺
到
し
た
。

大
方

は
収
拾
し
た

が
、
60
代
の
女
性
が

ひ
と
り
収
ま
ら
な
か

っ
た
の
で
、
自
宅
に
伺

い
、
数
時
間
話
し
込

ん
だ
。
要
す
る
に
彼

女
は
問
題
の
若
手
ア

ナ
の
フ
ァ
ン
で「
あ
の
子

に
一
言
注
意
し
て
や

り
た
か
っ
た
の
に
、
局

が
組
織
の
力
で
、
そ
れ

を
阻
む
の
は
許
せ
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
や
っ
と
納
得
し

て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
後
、
彼
女
か
ら

番
組
等
に
関
す
る
手
紙
を
頂
い
た
り

し
て
い
た
。 

こ
の
ほ
か
、
夕
方
の
生
ワ
イ
ド
の
キ

ャ
ス
タ
ー
を
め
ぐ
っ
て
、
ラ
ジ
オ
報
道

全
員
と
議
論
し
た
り
、
テ
レ
ビ
へ
の
異

動
を
拒
否
す
る
制
作
部
員
と
話
し
込

ん
だ
り
と
い
っ
た
経
験
の
末
、
後
に
社

長
就
任
時
に
掲
げ
た「
ス
ー
パ
ー 

リ

ー
ジ
ョ
ナ
ル 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
ろ
う
」

と
い
う
経
営
理
念
に
た
ど
り
つ
く
こ
と

に
な
る
。「
と
び
っ
き
り
地
域
に
特
化

し
た
局
」
の
意
で
、
放
送
局
の
存
在
意

義
は
、
い
か
に
地
域
貢
献
で
き
る
か
に

あ
り
、
し
た
が
っ
て
放
送
は
番
組
に
引

き
こ
も
っ
て
は
な
ら
な
い
、「
脱
ラ
ジ
オ
、

脱
テ
レ
ビ
」
を
目
指
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
宣
言
だ
。 

常
務
テ
レ
ビ
本
部
長
に
な
っ
て
３
カ

月
後
に『
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
』
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。
着
任
後
す
ぐ
に
、
営
業
、
編

成
、
制
作
の
若
手
約
10
名
か
ら
、
こ
の

企
画
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。 

３
時
間
、
週
５
日
の
ロ
ー
カ
ル
生
ワ

イ
ド
で
、
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に

「
癒
や
し
」
が
テ
ー
マ
で
角
淳
一
ア
ナ
の

起
用
が
必
須
条
件
だ
っ
た
。 

後
に
た
ど
り
着
く

経
営
理
念
の
先
駆
け

で
あ
り「
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
の
起
点
」
と
位

置
付
け
た
。 

 オ
ー
サ
カ
キ
ン
グ 

社
長
に
就
任
し
た

時
は
、
会
社
全
体
に
疲

弊
感
が
漂
っ
て
い
た
。

す
ぐ
に
全
社
か
ら
メ
ン

バ
ー
を
募
っ
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
。

「
会
社
が
ど
う
い
う
体

質
で
、
ど
う
外
部
か
ら

見
ら
れ
て
い
る
か
、
こ

れ
か
ら
ど
う
す
べ
き

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
彼
ら

は
議
論
と
調
査
を
重

ね
、
そ
の
結
果
を
持
っ

て
社
内
50
数
カ
所
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
し
た
。

当
初
冷
や
や
か
だ
っ
た
社
内
の
雰
囲

気
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
き
、
彼
ら

が
出
し
た
結
論
は「
Ｍ
Ｂ
Ｓ
は
時
代
の

熱
源
に
な
る
」と
い
う
宣
言
だ
っ
た
。 

そ
の
具
体
的
な
表
現
が
２
０
０
４
年

（
平
成
16
年
）
に
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト

「
オ
ー
サ
カ
キ
ン
グ
」
だ
っ
た
。
７
月
の

最
後
の
土
曜
か
ら
８
月
の
最
初
の
日
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曜
日
ま
で
の
９
日
間
、
大
阪
城
公
園

一
帯
で
展
開
し
た
。『
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
』

で
培
っ
た
地
域
密
着
型
発
想
満
載
の

市
民
参
加
イ
ベ
ン
ト
で
、
社
員
全
員
参

加
を
謳
っ
た
。「
水
ま
き
隊
の
お
っ
ち
ゃ

ん
」
と
し
て
タ
ン
ク
を
背
負
っ
て
城
公

園
を
歩
き
ま
わ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
５
年
間
で
終
わ
っ
た

が
、
社
内
に
も
社
外
に
も
残
せ
た
も
の

が
大
い
に
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ

れ
こ
そ
が「
ス
ー
パ
ー 

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実
像
の
一
端
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。 

こ
の
後
、
局
の
立
場
を
離
れ
て
幾
つ

か
の
イ
ベ
ン
ト
の
成
立
に
関
わ
っ
た
。 

「
大
阪
城
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は

「
キ
ン
グ
」
に
関
わ
っ
た
企
業
と
組
織
が

運
営
し
て
、
数
年
間
実
施
さ
れ
た
。 

「
地
方
の
時
代
」
映

像
祭
は
１
９
８
０
年

（
昭
和
55
年
）
か
ら
川

崎
、
川
越
で
開
催
さ
れ

て
き
た
が
、
２
０
０
７
年

（
平
成
19
年
）
か
ら
大

阪
で
実
施
中
。
実
行
委

員
会
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放

連
、
在
阪
５
局
、
関
西

大
学
、
吹
田
市
の
チ
ー

ム
。 「

平
成
（
令
和
）
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
天
の
川
伝
説
」

は
２
０
０
９
年
（
平
成

21
年
）
か
ら
７
月
７
日

に
天
神
祭
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
八
軒
家
浜

で
実
施
中
。
大
阪
天
満

宮
、
生
國
魂
神
社
、
京

阪
電
車
、
フ
ジ
オ
フ
ー

ド
、
毎
日
放
送
等
で

「
一
般
社
団
法
人
お
し
て
る
な
に
わ
」

を
設
立
し
て
運
営
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
球
を
祈
り
星
と
し
て
数
万
個

大
川
に
流
す
イ
ベ
ン
ト
。 

「
ア
ー
ツ
サ
ポ
ー
ト
関
西
」
は
２
０
１

４
年
（
平
成
26
年
）
に
設
立
し
た
、
関

西
で
活
動
す
る
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

支
援
す
る
民
間
の
組
織
。
関
西
経
済

同
友
会 

芸
術
・文
化
委
員
会
を
中
心

に
大
阪
の
文
化
予
算
の
惨
状
を
訴
え
、

ま
ず
民
間
が
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
大
き

な
文
化
活
動
の
流
れ
を
生
も
う
と
い

う
も
の
。
毎
年
若
手
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

支
援
の
他
に「
そ
う
だ
、
文
楽
に
行
こ

う
!! 

ワ
ン
コ
イ
ン
で
文
楽
」「
上
方
落

語
若
手
噺
家
グ
ラ
ン
プ
リ
」
も
実
施
中
。 

 お
わ
り
に 

民
放
の
ス
タ
ー
ト
が
１
９
５
１
年

（
昭
和
26
年
）
。
そ
の
興
隆
期
に
入
社

し
、
最
盛
期
を
経
て
デ
ジ
タ
ル
化
と
な

り
、「
次
」
を
模
索
す
る
時
期
に
卒
業

し
た
。
総
じ
て「
良
き
時
代
」
を
過
ご
せ

た
と
思
う
。
成
立
か
ら
わ
ず
か
70
年

で
こ
れ
だ
け
の
変
化
を
し
た「
産
業
」は

無
い
け
れ
ど
、「
放
送
」
に
拘
っ
て
生
き

て
き
た
身
と
し
て
は
、
や
っ
ぱ
り「
ス
ー

パ
ー 

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
」
に
身
を
置
き
続

け
た
い
。 

山
本 

雅
弘 

職
歴 

（や
ま
も
と
・ま
さ
ひ
ろ
） 

１
９
６
４
（昭
和
39
）年
４
月 

毎
日
放
送 

入
社 

テ
レ
ビ
営
業
部 

配
属 

１
９
６
８
（昭
和
43
）年
４
月 

東
京
支
社 

テ
レ
ビ
営
業
部 

１
９
８
９
（平
成
元
〉年
７
月 

東
京
支
社 

テ
レ
ビ
営
業
部
長 

１
９
９
１
（平
成
３
）年
７
月 

本
社
テ
レ
ビ
営
業
局
次
長 

兼 

テ
レ
ビ
営
業
部
長 

１
９
９
２
（平
成
４
）年
７
月 

テ
レ
ビ 

編
成
局
次
長 

兼 

テ
レ
ビ
編
成
部
長 

１
９
９
３
（平
成
５
）年
７
月 

テ
レ
ビ 

編
成
局
長 

１
９
９
５
（平
成
７
）年
７
月 ラ

ジ
オ
局
長 

１
９
９
７
（平
成
９
）年
７
月 

取
締
役 

ラ
ジ
オ
局
長 

１
９
９
９
（平
成
11
）年
７
月 

常
務
テ
レ
ビ
本
部
長 

２
０
０
１
（平
成
13
）年
７
月 

専
務 

２
０
０
２
（平
成
14
）年
７
月 

社
長 

２
０
０
７
（平
成
19
）年
７
月 

会
長 

２
０
１
０
（平
成
22
）年
７
月 

相
談
役 

２
０
１
９
（令
和
元
）年
７
月 

最
高
顧
問 

２
０
２
２
（令
和
４
）年
７
月 

顧
問 


